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調査対象地域

国道45号線を中心に
宮城県仙台市から
岩手県陸前高田市の
範囲
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調査対象とした主な道路橋

• 七ヶ浜地区 （韮森橋 ，橋本橋）

• 東松島地区 （新不動橋，松ヶ島橋）

• 石巻地区 （定川大橋 ，新北上大橋，日和大橋 ）

• 南三陸地区 （水尻橋，歌津大橋，他計12橋 ）

• 気仙沼地区 （小泉大橋，外尾川橋，他計5橋 ）

• 陸前高田地区 （気仙大橋 ，沼田跨線橋，他計7橋）
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調査対象（七ヶ浜，東松島，石巻地区）

七が浜地区 韮森橋 ，橋本橋

東松島地区

新不動橋
松ヶ島橋

石巻地区

定川大橋
新北上大橋
日和大橋
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東松島地区： 松ケ島橋

• 上部構造および下部構造は無損傷

• 堤防の後ろにあって波の力が小さかった可能性がある

• 斜桁が回転した形跡あり，サイドブロックが落橋を防い
だ可能性がある．
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石巻地区： 定川大橋

• 下部構造は無傷だが，桁が流出

• 海岸の近くにあり波の力が大きかった

• 斜橋で桁が回転して落橋しやすかった可能性がある
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石巻地区： 定川大橋

• 下部構造は無傷だが，桁が流出

• 海岸の近くにあり波の力が大きかった

• 斜橋で桁が回転して落橋しやすかった可能性がある
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石巻地区： 日和大橋

• H８道示に基づく
耐震補強工事が
行われている

• 落橋防止構造が
設置されている．

• 橋脚高さが十分
にあるために，

上部構造には津
波が届かなかっ
た
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石巻地区： 新北上大橋
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調査対象（南三陸町）

歌津大橋

港橋

折立橋
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南三陸地区 : 折立橋

• 下部構造は無傷であったが，桁をつなぐアンカーバー
が脆弱で津波による揚力に耐えられなかった

上部構造の流失

橋台背面土の流失
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南三陸地区: 港橋

• 海岸に近く津波の力は大きかったと推定されるが，
桁が薄いため津波の流れを阻害しなかった

桁が薄い
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南三陸地区 : 歌津大橋

• 海岸に近く津波の力が大きかったと推定される

• 桁流失（サイドブロックあり，津波の揚力により落橋）

橋軸および橋軸直角方向の
移動制限装置が設けられていたが
落橋を防げなかった．
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調査対象（気仙沼地区）

小泉大橋，
外尾川橋

気仙沼市
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気仙沼地区 : 二十一浜橋

• 海岸に近く津波の力は大きかったと推定される

• 橋脚は無損傷，橋台背面土流失したために橋台背面
に損傷が集中して，落橋そのものは免れた

背面土が流失
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気仙沼地区 : 小泉大橋

• 海岸に近く津波の力が大きかったと推定される

• 支承が脆弱であったため，津波による揚力によって
支承が損傷して桁が流失

• 洗掘によって橋脚1基が流失

橋脚が流失
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調査対象（南三陸町，気仙沼市，陸前高田市）

気仙大橋，姉歯橋
沼田跨線橋他

陸前高田市
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陸前高田地区 : 気仙大橋

• 海岸に近く津波の力が大きかったと推定される

• 支承が脆弱で、橋脚上では橋軸直角方向の移動制限
装置なども無く桁が流失
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陸前高田地区 : 川原川橋

• 橋台は無傷であったが背面土が流失した

PCケーブルが桁の流失を防いだ可能性がある
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陸前高田地区 : 沼田跨線橋

• 海岸に近く津波の力が大きかったと推定される

• アンカーが脆弱で津波による揚力により落橋

• サイドブロックも有効に機能しなかった
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津波によって被害を受けた橋の分類
A. 背が低く小さな橋で，落橋しなかった橋（松ヶ島橋，港橋）
護岸や防潮堤によって守られたために，津波の力が弱かった

PCケーブルなどが桁を十分に拘束していた
橋台の背面土が流失したために，津波の力が分散した

B. 背が低く小さな橋で，落橋した橋（折立橋，横津橋，水尻橋）
津波の力を直接受けた

津波の揚力に対して，支承やアンカーの耐力が低すぎた．

C. 中規模の橋（新不動橋，松ヶ島橋，定川橋）
桁の幅員が広く，上部構造重量が大きく，剛性の高い桁であったために落橋を免れた
サイドブロックがあったために落橋を免れるケースがあった．

D. 背が高い大きな橋（気仙大橋，姉歯橋，歌津大橋，沼田跨線
橋，新北上大橋）
津波の力を直接受け，津波の揚力により桁が持ち上げられた後，押し流され落橋した

支承が脆弱で津波の揚力によって損傷し，落橋した．
サイドブロックや移動制限装置があった場合でも落橋している
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津波による水平力を受けても橋脚に
損傷は生じない

橋軸直角方向（流下方向）

静水圧による
荷重 P

高さ
H = 5m幅

b = 2m
橋軸方向

静水圧により橋脚に作用する
P = bH/2 = 5tf ≒ 50kN

津波により作用する荷重
（静水圧による荷重の数倍）

10tf～15tf ≒ 100～150kN

上部構造重量60tf～80tf 水平震度＜0.3

気仙大橋
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津波対策

• 橋台背面の地盤が流失するケースが多数見られた．

→ 土構部を津波にさらわれにくい構造にする

（橋台の背面土を薬剤などで固める）

• 移動制限装置やサイドブロックがあっても，落橋を防ぐ
ことができないケースがあった．

→ サイドブロックの高さを検討する

• 津波による浮き上がりとそれに伴う落橋を防ぐ必要が
あるかもしれない

→ 津波の揚力に抵抗する部材を設ける

（ケーブルや鉛直方向の移動制限構造など）
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まとめ

• 下部構造は健全だったが、支承の耐力があまりに小さ
く，支承が損傷して上部構造が流失した橋梁構造物が
みられた．

• 津波によって流失した鈑桁は，主桁が折れ曲がり，床
版は粉々に粉砕され，再利用不能な状態となっていた．

• 背の低い橋梁で落橋しない橋梁がみられたが，桁側
面の面積が小さく外力が小さく，津波の力が小さかっ
たことなどが考えられる．

• サイドブロックや移動制限装置が設けられていても，
津波の揚力によって落橋したケースが見られた．

• サイドブロックの高さを調整したり，浮き上がり防止用
の部材を設ける必要がある．


